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信州大学ジュニアドクター育成塾
令和2年度連絡協議会 2021.2.9

令和元年度採択



育成目標

１．問題解決の基本となるSTEAMの知識・技能
２．合理的な問題解決や新しい表現・関係を創造する力
３．新しい価値創造や社会貢献に向かう実践力

育てるべき資質能力

STEAMの学び

AI
数学

工学 デジタルファブリケーション

自然科学 実践力

プロジェクトマネジメント力

情報発信力

倫理・知財

デザイン

①プログラム概要
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STEAMの資質能力を持ち，新しい価値創造や社会貢献に向かう実践力，
創造力と倫理観を兼ね備えた次世代イノベーターを育成する

デジタルファブリケーション＋プログラミングのPBL学習を軸に展開

IoTデータ
活用

プログラミング

新学習指導要領の学力に対応



①プログラム概要（実施体制）
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学部教員
・個別内容講義・演習

学びセンター
・運営マネジメント

FabLab長野
・デジタルファブリケ
ーション講義・実習

長野県教育委員会
・県内小中学校への告知・参加者募集

株式会社アソビズム
・プログラミングに関する講義・演習

信州大学
教育学部

学部教員
・AIに関する講義・演習

飯田市サテライト
・南地域の実施協力

工学部

運営委員会

各教員・スタッフ18名の専門・担当領域

デジタルファブリケーション市民工房

FabLab長野（信州大・長野市）

ミニ総合大学のような
教育学部の特性生かす

教育学部スタッフ 教育学部・他スタッフ

村松浩幸（デジタルファブリケーション・知的財産） 蛭田 直（デザイン・CG）

東原義訓（情報科学・遠隔授業・ｅラーニング） 桐原礼（音楽）

森下 孟（ｅポートフォリオ・ｅラーニング・評価） 工学部 ：香山瑞恵（情報科学・ＡＩ）

佐藤運海（材料工学・金属加工） アソビズム：依田大志（プログラミング・ゲーム）

川久保英樹（機械工学・機械加工） キッセイコムテック：花村和久（医療システム開発）

伊藤冬樹（化学） 富士通：田口 有悟（知的財産）

神原 浩（物理） サイモンフレーザー大 :村井裕実子（創造性教育）

茅野公穂（数学） 長野県教委：松坂真吾（教育方法・評価）

昆万祐子（数学） 附属小学校・中学校教諭（教育方法・評価）

航空宇宙系の研究開発拠点

エス・バード（飯田市）
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①プログラム概要（第1段階の実施状況）

実施方法

zoomを用いた同期型のオンラインの講座＋GoogleChatでの情報共有

「信州ジュニアドクター」第1段階修了認定（学長名）

第1段階 講師 内容 講師 内容

第 1回 8⽉ 1⽇(⼟) (開講式) 森下 GoogleClassroom・チャットの使い⽅ 佐藤 micro:bitでプログラミング
第 2回 8⽉10⽇(⽉) 蛭⽥ アイデアスケッチ 茅野 3D-CAD
第 3回 8⽉22⽇(⼟) 村松 micro:bitでモーター制御 依⽥ keyTouchでプログラミング
第 4回 9⽉19⽇(⼟) 川久保 機構学を学ぶ 桐原 プログラミングで⾳楽
第 5回 10⽉ 3⽇(⼟) 伊藤 化学実験 神原 液体窒素実験
第 6回 10⽉31⽇(⼟) スクーリング(信州⼤・⻑野市，エス・バード・飯⽥市)
第 7回 11⽉14⽇(⼟) 個⼈作品発表会
第 8回 11⽉28⽇(⼟) ⾹⼭ AIプログラミング 昆 幾何学
第 9回 12⽉12⽇(⼟) グループ制作 村松 AIと倫理
第10回 12⽉26⽇(⼟) グループ制作
第11回 12⽉27⽇(⽇) グループ制作発表会
第12回 1⽉ 9⽇(⼟) 村松 知財って何︖ 富⼠通 開放特許で松陰アイデアを考えよう
第13回 2⽉ 6⽇(⼟) 個⼈作品制作
第14回 3⽉13⽇(⼟)閉講式 個人作品発表会・閉講式

基礎学習

個人作品製作

チームプロジェクト
取り組み

個人課題取り組み
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①プログラム概要（第1段階の実施状況）

通信の発行



6

①プログラム概要（第1段階の実施状況）

通信の発行
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第2段階

第1回5⽉30⽇(⼟) 開講式・研究ノートの取り⽅
第2回6⽉20⽇(⼟) 研究紹介︓電解⽔を⽤いた⾦属表⾯の改質処理
第3回7⽉4⽇(⼟) 研究紹介︓パターンデザインの研究
第4回7⽉25⽇(⼟) 企業紹介︓医療分野におけるAI活⽤サービスの紹介
第5回8⽉10⽇(⽉) 研究相談①
第6回8⽉22⽇(⼟) 研究相談②
状況に応じて個別対応
第7回9⽉19⽇(⼟) 第1回研究中間報告会
状況に応じて個別対応
第8回11⽉1⽇(⽇) 第2回中間報告会
第9回11⽉14⽇(⼟) 研究相談・第1段階・個⼈制作発表会に参加
第10回12⽉12⽇(⼟) 発表準備
第11回12⽉27⽇(⽇) 最終成果発表会・閉講式
3⽉13⽇(⼟) 第1段階個⼈作品発表会に参加

①プログラム概要（第2段階の実施状況）

実施方法

zoomを用いた同期型のオンラインの講座＋GoogleChatでの情報共有

研究者の研究紹介

テーマに基づいた研究指導

外部に公開しての最終成果発表会

「信州ジュニアドクター」第2段階修了認定（学長名）
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①プログラム概要（第2段階の実施状況）

通信の発行



②令和元年度に選抜した受講生の選抜から現在までの伸張の状況
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①学年別
小学校5年生30名，6年生27名，
中学校1年生14名，2年生10名，3年生4名

②地区別
・長野市 49名
・長野市近接市町村12名
・東信エリア 4名
・中南信エリア13名
・県外1名

③情報ソース分類
・学校からのチラシ 58名
・Webサイト 10名
・市内新聞広告 6名
・フリーペーパー 4名
・新聞記事 4名
・その他11名

2019年度応募総数85名・45名選抜

Webサイト
https://cril-shinshu-u.info/jr-doc/

①学年別
小学校6年生5名，
中学校1年生3名，3年生3名

②性別
・男子10名，女子2名

2020年度第2段階・12名
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第1段階受講生に対し，第2段階への参加希望調査をした上で，以下の観点で評価をした。①～④は講座で
の取り組みを評価し，⑤～⑦は，参加希望調査内で記述させた。この結果を一覧にして，運営委員会で検討
し，上位と判断された受講生を第2段階受講生として決定した。 ※希望者26名，選抜12名

①チャットでの発信数
・講座内容やプロジェクトの取り組みに対しての発信数
※希望者平均：37.2，第2段階受講生平均：40.5

②コンテストでの受賞結果
・コンテストの規模，賞を踏まえ評価
③振返
・毎回講座修了後の振り返りの質と量を5段階で評価し，その平均値
※希望者平均：2.9，第2段階受講生平均：3.5

④最終発表評価
・個人作品の発表について，内容，新規性，発表，質疑応答の観点（各5段階）で評価し，その合計点

※希望者平均：22.3，第2段階受講生平均：24.2

⑤第2段階を希望する理由（自由記述）
・取り組みに対する意欲や目的意識が明確であるか
⑥取り組んでみたい研究テーマや開発プロジェクトについての説明（自由記述）
・実現可能性や意欲，論理性，可能性など
⑦第2段階終了後はどんなことしてみたいですか（進路なども含めて）（自由記述）
・科学・技術系への針路の意欲が明確であるか

第2段階の選抜の評価の方法と観点

③上記受講生評価の概要
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④受講生の伸張

・Goole キッズAIコンテスト・優秀賞受賞(1名・中1)
・信州ミライアプリコンテストZERO ・長野県教育委員会賞授賞(1名・中1)
・情報オリンピック予選出場(1名・中3)
・日本数学オリンピック予選出場(1名・中3)

サイエンスカンファレンス2020
・「画像認識と速度測定を活用した自転車の走行時危険予測アプリの開発」・審査員特別賞(中1)
・「画像認識を利用した信号機システム」・審査員特別賞(小6）

コンテストの成果



④受講生の伸張
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設問

ア）未知の事柄

への興味（好奇

心）

イ）実験や観

測・観察、研究

への興味

ウ）自ら積極的

に取り組みたい

という思い（自

主性，やる気，

挑戦心）

エ）周囲と協力

して取組みたい

という思い（協

調性，リーダー

シップ）

オ）独自の考え

でものを創り出

したいという思

い（独創性）

カ）真実を探っ

て明らかにした

いという思い

（探求心）

平均値 3.8 3.8 3.9 4.0 3.8 3.8

設問

キ）実験や研究

を計画し遂行す

る力（構想力，

遂行力）

ク）発見する力

（問題発見力，

気づく力）

ケ）問題を解決

する力（問題解

決力）

コ）考える力

（洞察力，発想

力，論理力）

サ）将来科学技

術や理数系に関

連する職業につ

きたいという思

問４）オンライ

ンでの講座はど

うでしたか

平均値 3.5 3.9 3.7 3.8 3.9 3.5
4:とても高まった,3:やや高まった，2:あまり高まらなかった，1:全く高まらなかった　N=10

・高校 or 高専に進学しても、ジュニアドクターのような環境を求め、生活すると思う。常に、(他者の意見も取
り入れながら)自分が最善であると考える環境を追い求めていきたい。それで今の自分がいるのだから。抽象
的だけど「自分の好きなことで社会貢献をしながら生活できる仕事」をしたい。今は無いかもしれないけど、
無かったら作るのモノづくり精神で作る。

・第二段階を経ることで、「研究」「開発」することの楽しさを深く感じることができた。これからも続けて
いきたいという思いが強くなったように思う。特にプログラミングはこれからの時代必要になってくる技術
で、なにより僕自身とても楽しいと感じるので、これからも自分のため、人のためになるモノを作り出せる
よう続けていきたい。将来は海洋生物学者になりたいと思っている。ここで学んだこと（研究することの楽
しさ、探究心、プログラミング、人と関わる力、etc,,,）を生かしてこれからも頑張っていきたい。

・宇宙飛行士になる、という夢をかなえるために頑張りたいです。

ジュニアドクター育成塾修了後に取り組みたいことや，めざしたいこと

第2段階修了生のアンケート集計



⑤第２段階の指導の工夫と評価計画の概要
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・第2段階教育プログラムの受講生が確定した段階で，各受講生が取り組みたいプロジェクトや研究課題についての
計画書を提出してもらった。

・第2段階教育プログラムの開始時に，参画している教員と面談を行い，研究テーマを決定。基本的には個人追求と
するが，課題やテーマが近い受講生でグループを組み，協働的に学べるようにしあ。

・研究計画書の一環として，予算計画を作成し（上限1万円で設定），事務局の承認を得ることで，研究のマネジメ
ント力を高める。研究生が必要とする消耗品，書籍等を，承認された計画に基づき，事務局で購入し，配布。

・科学，技術，工学，数学，デザインの各領域において受講生の課題やテーマに対応した指導内容をオーダーメイド
的に設定。

・オンラインでの講座内での研究の進捗報告・議論と共に，チャットで日常的にやり取りをして，情報共有・議論を
継続的にできるようにした。

・研究の進捗報告を毎回スライドにまとめることで，論理的思考や表現力を高められるようにした。
・第1段階プログラムの受講生のチームプロジェクトのサポーターとして担当チームに関わり，円滑に進むように適
宜アドバイスをしたり，調整する中で，協働的な力も伸張できるようにする。

指導の要点と工夫

No グループ 学年 学校名
1 中3 猿の検出・識別ができるWebアプリの作成

2 小6 画像認識を使った人の心に寄り添うプログラムの開発

3 中3 展開図から折り手順を予測するソフト「Oriproce」

4 中1 Birds AI ぴーちゃん～画像認識と速度測定を活用した自転車の走行時危険予

測アプリの開発～
5 小6 追加式でドアを自動化
6 中1 ロボットでライン引きを自動化する
7 小6 めくるを科学する　～自動楽譜めくり機～
8 中1 みんなで分別ごみ箱の制作
9 中1 空飛ぶ乗り物で移動を楽にしよう

10 小6 ドローンの自作と飛行システムの構築

11 中3 ものづくりの作品を共有できるプラットフォームの作成
12 小6 おニャンコローラーを小型化したい

AI＆Mathematics

Art&Science

Engineer ing

受講生テーマ
グループ一覧
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受講生の評価については，各プログラムにおける達成目標の評価基準に基づき，以下の能力・資質を評価する。
１．問題解決の基本となるSTEAMの知識・技能
２．合理的な問題解決や新しい表現・関係を創造する力
３．新しい価値創造や社会貢献に向かう実践力

第２段階で「育てたい能力・資質」の評価

・研究報告の内容と質
・チャットでのやり取りの頻度・
内容等

・発表会での研究成果発表の評価

指導者・メンターによる評価

・講座での相互評価
・研究発表会での相互・自己評価

相互評価・自己評価

指導者・メンター評価，相互評価の結果を基に表彰

①自分の興味・関心から問題を発
見し，構想を具体化できる。

②課題・テーマの解決に第一段階
より高いレベルの知識・技能を活
用できる。

③自分の成果と過程を第一段階よ
り高いレベルでプレゼンできる。

１．問題解決の基本となるSTEAMの
知識・技能

①自分の興味・関心に応じて適切
な問題設定ができる

②自分の設定した課題やテーマに
対応した適切な方法が選択でき，
それを実施・活用できる。

③解決したい問題に関する情報を
集め，共有できる。

２．合理的な問題解決や新しい表現・
関係を創造する力

①新しい問題解決のアイデアや表現
を具体化し，コンテストで入賞で
きる。

②社会に役立つ活用を構想し，具体
化できる。

③グループで議論したり，協働した
りして課題解決ができる。

④学んだ技術の活用を適切に判断で
きる。

⑤知的財産について知り，他者の知
財を尊重できると共に，自分の知
財の活用も考えられる。

３．新しい価値創造や社会貢献に向か
う実践力

⑤第２段階の指導の工夫と評価計画の概要
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チャットでの研究相談対応

研究計画書作成 研究予算書作成
オンラインでの定期的な進捗報告と検討

（指導者，メンター，第2段階受講生参加）

最終成果発表会

⑥受講生への評価のフィードバックを含めた個々の学びのPDCAについて

・講座時は教員，メンターと共に，第2段階受講生
が合同で行う

・各発表・報告について，フィードバックをする
・研究相談はチャット上で随時行う
・第1段階のプロジェクトのサポーターに入り，学
んだことを活かす場面を設定

・中間発表会，成果報告会で自信の学びを振り返ら
せる



⑧今後の重点課題
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・次年度の募集の活性化への対応
・オンライン講座の充実と各講座のe‐Learningコンテンツ化
・オンラインでの講座と対面講座のより最適な組み合わせ方の検討
・第１段階教育プログラムの改善
・第２段階教育プログラムの改善
・第２段階の研究内容の多様化

今後の課題


